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市
内
の
小
中
学
校
の
通
常
学
級
に
在
籍

す
る
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
人
数

は
、
8
1
1
人
。
こ
の
う
ち
、
発
達
障
害

の
子
ど
も
た
ち
は
、
4
6
6
人
。
2
0
0

9
年
に
行
っ
た
同
じ
調
査
で
は
、
在
籍
児

童
生
徒
数
が
84
名
、
こ
の
う
ち
発
達
障
害

の
子
ど
も
た
ち
は
58
名
で
し
た
の
で
、
こ
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労働相談も受けています

無料

　4月20日（水）
弁護士が相談を受けます

の
6
年
間
に
約
8
倍
以
上
も
増
加
を
し
て

い
る
状
態
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
児
童
生
徒
を
支
援

す
る
た
め
の
「
特
別
支
援
教
育
支
援
員
」

は
、
35
名
で
、
全
て
の
子
ど
も
た
ち
へ
は

配
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
「
特
別
支
援
教
育
支
援
員
」
は
、

特
別
支
援
学
級
に
も
配
置
さ
れ
ま
す
。
市

内
に
は
、
小
中
学
校
合
わ
せ
て
73
ク
ラ
ス

あ
り
ま
す
が
、
配
置
さ
れ
て
い
る
の
は
35

名
。
全
て
の
特
別
支
援
学
級
へ
支
援
員

を
配
置
し
て
ほ
し
い
と
い
う
、
切
実
な
要

望
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

例
え
ば
、
子
ど
も
が
パ
ニ
ッ
ク
な
ど
を

「
特
別
支
援
教
育
支
援
員
」
の
増
員
で

子
ど
も
の
発
達
を
保
障
で
き
る
教
育
環
境
を

特
別
支
援
学
級
の
支
援
員
配
置
も
全
ク
ラ
ス
の
半
分

特
別
支
援
学
級
の
支
援
員
配
置
も
全
ク
ラ
ス
の
半
分

起
こ
し
て
教
室
を
飛
び
出
し
て
も
、
後
を

追
っ
て
い
く
と
い
っ
た
対
応
が
困
難
に

な
っ
て
い
ま
す
。
教
室
に
は
、
残
さ
れ
て

し
ま
う
子
ど
も
た
ち
が
い
る
か
ら
で
す
。

　

教
育
委
員
会
は
、
「
特
別
支
援
教
育
支

援
員
」
を
増
や
さ
ず
、
通
常
学
級
へ
の
配

置
を
増
や
す
と
、
支
援
学
級
へ
の
配
置
が

減
る
、
と
い
う
対
応
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

新
年
度
予
算
で
も
、
特
別
支
援
学
級
へ

の
配
置
を
35
名
か
ら
40
名
に
増
や
し
ま
す

が
、
通
常
学
級
へ
の
配
置
は
35
名
か
ら
30

名
に
減
ら
し
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
船
橋
市
議
団
は
、
新
年
度

予
算
を
組
み
替
え
、
支
援
員
を
大
幅
に
増

や
す
提
案
を
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

抜
本
的
な
改
善
を
す
る
た
め
に
は
、

「
特
別
支
援
教
育
支
援
員
」
の
大
幅
増
員

が
必
要
で
す
。
引
き
続
き
、
皆
さ
ん
と
一

緒
に
取
り
組
み
ま
す
。
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船
橋
市
の
国
民
健
康
保
険
料
の
滞

納
世
帯
は
1
月
末
時
点
で
加
入
者
の

16
・
5
％
に
及
び
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は
4
割

が
65
歳
以
上
で
無
職
や
非
正
規
労
働

者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
負
担
能
力

に
応
じ
た
払
え
る
保
険
料
へ
の
改
善

が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

年
収
3
2
0
万
円
、
40
歳
未
満
の

夫
婦
と
子
ど
も
2
人
の
4
人
世
帯
の

年
間
国
保
料
は
約
21
万
円
。
国
保
料

を
払
っ
た
残
り
の
生
活
費
は
、
最
低

生
活
費
（
生
活
保
護
基
準
）
を
下

回
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
市
議
団
の
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
、
「
国
民
健
康
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保

険
料
の
引
き
下
げ
」
が
毎
年
一
番
多

い
要
望
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
「
少
な
い
年
金
か

ら
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
、
残
り
数

万
円
で
の
暮
ら
し
は
厳
し
い
」
「
国

保
料
の
高
さ
に
驚
く
」
等
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　

新
年
度
の
国
民
健
康
保
険
の
予
算

に
は
、
国
か
ら
の
「
低
所
得
者
対
策

の
支
援
金
」
8
億
6
千
万
円
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
支
援
金
だ
け

で
一
人
あ
た
り
5
千
円
の
保
険
料
引

き
下
げ
が
可
能
で
す
。
支
援
金
を
活

国
の
支
援
金
８
億
６
千
万
円
で
引
き
下
げ
を

高
す
ぎ
て
払
え
な
い
国
保
料

用
し
て
保
険
料
を
引
き
下
げ
る
よ
う

市
に
求
め
ま
し
た
。

　

市
は
、
「
国
保
財
政
は
厳
し
い
状

況
」
「
（
支
援
金
が
入
り
）
本
来
、
保

険
料
を
上
げ
る
べ
き
所
を
上
げ
ず
に

済
ん
で
い
る
」
な
ど
の
答
弁
で
、
保

険
料
引
き
下
げ
は
行
な
わ
な
い
姿
勢

で
す
。
国
が
低
所
得
者
対
策
の
た
め

と
銘
打
っ
て
い
る
予
算
な
の
に
、
こ

れ
で
は
道
理
が
立
ち
ま
せ
ん
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

国
民
健
康
保
険
は
法
律
で
、
「
社

会
保
障
及
び
国
民
保
健
の
向
上
に
寄

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
世
帯
中
、
約
5
％
が
所
得
の
申
告
を
し
て
い
ま

せ
ん
。
そ
の
内
約
6
割
が
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
世
帯

は
低
所
得
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
か
ら
、
所
得
の
申
告
で
保
険
料

が
軽
減
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
2
人
世
帯
で
給
与
収
入

が
2
1
0
万
円
の
場
合
は
、
均
等
割
保
険
料
が
2
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

申
告
し
な
い
こ
と
で
低
所
得
世
帯
が
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ
う
、
日
本

共
産
党
は
市
に
手
立
て
を
求
め
て
い
ま
す
。

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
さ

れ
、
他
の
保
険
制
度
に
入
れ
な
い
全

て
の
人
を
加
入
さ
せ
、
公
的
医
療
を

保
障
す
る
国
民
皆
保
険
制
度
の
基
盤

で
す
か
ら
、
国
に
財
政
負
担
の
責
務

が
あ
り
ま
す
。

　

市
と
し
て
国
の
財
政
負
担
を
し
っ

か
り
要
求
し
て
い
く
と
と
も
に
、
国

が
そ
の
責
務
を
果
た
さ
な
い
中
で

は
、
市
が
独
自
に
高
す
ぎ
る
国
保
料

の
引
き
下
げ
を
行
う
べ
き
と
日
本
共

産
党
は
主
張
し
て
い
ま
す
。

所
得
の
低
い
世
帯
は
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す

国
保
料
を
払
っ
た
ら

最
低
生
活
費
以
下
に

国
の
支
援
金
は

保
険
料
引
き
下
げ
に
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